
２０２０年度事業計画
Ⅰ．事業方針
世界経済は、深刻化する米中貿易摩擦の影響が広く産業全体にも設備投資環境の下振れ傾向を伴う変化となって及ぶ一方で、一部産業には底を見極める動きもあったものの下押し圧力は止まらず、更に、年明け以降の世界的ないわゆるコロナショックの深刻な広がりが、人、モノの動きの制約を伴う状況の中であらゆる分野の経済活動に影を落とし始めており、終息の予測も含めて先行きが見通せない中で景気の減速感が顕著になると共に、世界経済の腰折れが危惧され、今後も不透明な展開が懸念される。

歯車業界に於いても同様の影響が生産動向にも見られる等失速気味で、先行きの状況変化を注視し、果断な対応を図るべくあらゆる場面を想定したBCP対応を含めて、冷静な経営判断が求められる情勢となっている。

こうした経済動向の中にあって、当会は我が国機械産業界の機械製造を担う基盤産業として、日本歯車工業会の役割は何かという問いに真摯に向き合いながら、次の100周年をめざした着実な歩みの中で、以下の重点施策を活動の軸として展開していく。

即ち、今年度は、将来を見据えて歯車産業の発展の基礎とすべく、基本的な事業目標を以下とする。

先ず、将来のグローバルビジネスを基調とする国際競争力の強化、次に、ものづくり産業基盤としての伝承を踏まえた次世代技術者、経営者の育成を図る。

具体的には、ISO国際規格の制定、改定に深く関与していく規格化事業に加えて、新技術による製品品質向上のための鋼材品質評価法の実用化事業、並びにギヤカレッジ、経営研修会、若手経営者研究会等により、次世代経営者による歯車業界の活力を高める技術者、経営者育成事業等の重点事業を中心に注力し推進する。

当会は「規格、技術、教育」の3つの柱を中心に、歯車産業ひいては日本の機械産業の発展を願い、創業の精神「技術水準の向上と経営の合理化の促進に業者は一致団結の努力を傾倒せねばならぬ」を改めて思い起こして、会員の皆様のお役に立てる工業会をめざし努めて参りますので、温かいご協力とご支援をお願い申し上げます。

Ⅱ．実施事業
1. 経営力強化事業
1.1　経営研修会

 優良企業の見学会実施並びに各種改善活動事例の研修会、講演会の実施

 「経営研修会」と称し、技術・人材開発、教育、経営管理等の実例に基づいた研修会、講演会を３回開催予定。経営力・技術力の強化を目的とし、研修会を通して、経営・技術上の有益な情報・知識を習得し、事業発展に生かす。また、会員同士の交流を深め、新たなビジネスチャンスを創出できるよう事業を推進する。
［第39回経営研修会］（予定）
    日　時：2020年7月
    場　所：西日本
    内　容：講演会、工場見学
［第40回経営研修会］

    日　時：2020年10月23日（金）

    場　所：協育歯車工業株式会社
    内　容：講演会、工場見学
［第41回経営研修会］（予定）

    日　時：2020年2月

    場　所：中日本 
    内　容：講演会、工場見学
1.2　人材育成・教育
　　企業の長期安定的な発展の基礎となる中核人財育成事業への支援
1.2.1
JGMAギヤカレッジの開講
 2020年5月から開講を予定していたが、新型コロナウィルス(COVID-19)の感染拡大が予測されている状況を受け、2020年度は已む無く中止を決定。
1.2.2
ギヤカレッジ・フォローアップ
ギヤカレッジ・フォローアップ研修会の開催　　定員20名

JGMAギヤカレッジ修了生の更なるステップアップの場として、2016年度に新規事業として立ち上げた。

研修生自身による自主運営を原則として、次世代歯車技術者のネットワークづくりと技術力向上、現場の困りごと解決について考えることに重点を置き、ディスカッションを中心とした研修を行なう。「JGMAギヤカレッジ」の補完事業として年2回開催予定。

2. 規格・標準化事業
グローバル化が進む歯車業界における競争力強化に向けて、ISO規格の制定、改訂への積極的関与はますます重要度が増している。日本歯車工業会は、永年に渡りISO/TC60(歯車専門委員会)において全ての事案への投票義務を負い、業務に積極的に参加し、会議に出席するParticipating member（Pメンバー）としての責務がある。
今年度はISO/TC60国際会議の将来を見据え出席者の若返りを図る。ベテラン・若手の２名体制で出席頂き、国際会議出席経験者を拡大する。
3.技術及び研究開発事業
歯車製造分野における高齢化とそれに伴う後継者への伝承のため、次世代を対象として歯車の基礎的技術教育を重点に支援を行う。
3.1　若手経営者の経営戦略に関する研修、企業訪問、討議による研究会を実施
若手経営者研究会と称して、相互研鑽とネットワーク構築を含めた次世代経営者による歯車業界の技術者、経営者育成事業として推進する。
3.2　中堅技術者向け基礎技術教育
　大学教授、業界の第一線技術者より講師を選定、目的に沿った演題を設定し、基礎技術講座・講習会を日本機械学会と連携で年２回の協賛開催を予定している。
　・2020年度　歯車技術研究会（日本機械学会:歯車基礎技術講座）2日間の開催予定
3.3　ＪＧＭＡＴＥ（金属性状評価法）プロジェクト
「歯車用鉄鋼材料の適正且つ効率的な評価手法の開発」
2016年度にスタートした本事業は、機械装置の性能を支える歯車用鉄鋼材料の品質を効率的に且つ適正に評価できる新開発の検査装置を基に実使用鋼材のフイールドでの有用性を担保、確立するための新評価法確立と合わせて、当該の評価法を日本製の機械装置の性能向上と鉄鋼品質安定化に寄与し、国際競争力を高める強力な武器とすることを目的に、将来の新ＪＩＳ規格原案作成をめざし活動を進めてきた。そして昨年度は、４年間に積み上げてきた測定データ・知見及びＪＧＭＡ規格制定委員会の活発な論議の元、当工業会規格「ＪＧＭＡ９９０１－０１ 歯車用鋼材のマイクロビッカース硬さ分布の多点測定法とその評価」として制定、発行した。
本年度は、前記ＪＧＭＡ規格をフィールドにて実用、評価頂くと共に、更なる各種鋼材データを収集し、将来のＪＩＳ化に向けデータを積み上げる。
4.　その他
4.1　生産性向上設備投資促進
　　産業競争力強化法（平成25年法律第98号）の規定に基づく先端設備に該当する旨の証明書を発行する団体として、引き続き、証明書発行サービス等の事業を行う。
4.2　広報委員会

4.2.1 　歯車関連製品に関する生産、流通等の調査

会員企業並びに歯車産業界における、歯車関連製品の生産動向並びに需要先別調査を継続して行い、業界動向を把握し、データ解析のうえ企業経営の一助として情報を提供する。

4.2.2 　広報・ＰＲ事業

工業会の活動状況等の情報を会員企業や学術教育研究機関、マスコミ、シンクタンク等にホームページや機関誌にて広く提供することにより、関連産業の高度化に貢献するよう努める。

4.2.3 　機関誌の発行並びにホームページの充実

機関誌「JGMA News」(年2回)を継続発行し、歯車産業に関する各種最新情報及び話題、関連業界の動向、経済産業省の各種施策、工業会活動報告等を広く情報を提供していく。

また、会員情報や書籍販売、各種統計等の最新情報をホームページに随時更新する。
4.3　総務委員会
4.3-1　各種団体保険の加入促進
当会にて従来から制度化している「団体PL保険」並びに「団体生命保険」について、さらに多くの会員企業に有効的に活用していただくため、加入促進活動を行う。
両制度の継続と規模メリットを享受していただくため、今後もいっそう活動を強化していく。

以上
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